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▽事業内容 ガラス食器の製造 ･販
家計が｢苦しい｣と答えた比率
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長 がた 溶ス ｣シリー薄く均7ガラスを吹くにには高技術が必要で吹けは同社にも六七人人

しかないい

製造工程は若い職人さ約一㍍の細い管に 松徳硝子は一九二二業以墨田のの地ラスを吹続けて一日中火が消えることない窯のの温度はセ氏
十-千千三三百百五そ中八個のののるつぼで

材料のガラスを溶か
できるこはない｣とと村松邦男社長(5)が張るのが厚さ〇･九㍉㍍の極薄グラスうすガラを巻き付けけ
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らの工場ががあ開け放った二階の作の呼称は｢舞台燃える窯を取りむ
黙々とガラス器を作る
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｢量産ベースでは他に
賞与減､｢

薄く均一にガラスを吹くには高度な技術が必要

損保ジャパン ･ディー ･ア

イ ･ワイ生命保険によるとサ

ラリーマン世帯のボーナス手

取り額は今夏に75万3000円と

昨夏から 2万6000円減少した
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6.%に上り､使い道

も預貯金や生活費補てん､ロ

ーン返済､教育費が上位を占
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実態を映しているようだ.
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森ビルが中国上海市で建設

を進めてきた複合大型 ビル

｢上海環球金融中心｣が今秋､
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